
810 CHEMOTHERAPY JUNE 1993

呼吸器感染症 に対す るS-1108の 臨床的検討
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禰岡大学内科第二*

呼 吸 器感染 症19例 にS-1108を 経 口投 与 して,そ の有 効性,安 全 性 を検 討 した。投与量 は

75～150mgを1日3回,3～18日 闇 で投 与総 量 は0 .7～6,39で あ った。 臨床 効果 は著効4

例,有 効12例,や や有 効2例,無 効1例 で有 効 率84.2%で あ った。 細 菌学 的 効果 にっ いて

は,起 炎 菌11株 中9株 が 消 失 した が残 りの2株 は Haemophilus influenzae が Haerno-

philus parainfluenzae 1:: Haerrtophilus parainfluenzae が Pseudomonas pickettii にそ

れ それ菌 交代 した。 副作用 は1例 に痰 のっ ま った感 じの症状 が認 め られたが投 与中止 により消

失 した。 臨床検 査値 異常 と して は2例 に軽度 の好酸球 上昇 が認 め られ た。以上 によ り呼吸器感

染症 の治療 において有 用 な薬 剤で あ ると考え られた。
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S-1108は,塩 野 義製 薬株 式 会社 研究所 で 合成,ス

ク リーニ ングされた新 しいエ ス テル型経 ロセ フェム系

抗 生 物 質 で あ る1)。 本 薬 剤 は抗 菌 活 性 を 有 す るS-

1006の4位 カ ル ボキ シル基 に ビバ ロイル オキ シメ チ

ル基 をエ ステル結 合 させ る ことに よ り消化吸 収性 を高

め たプ ロ ドラ ッ グで あ るa)。 今 回,本 剤 を19例 の呼

吸器感 染症 に使用 し,そ の臨床 上の有 用性 と安全性 を

検討 したので 報告 す る。

対 象患 者 は平成2年9月 か ら平成3年12月 ま でに

福岡大学 病院 にて治療 され た外 来及 び入 院患者 で,男

性8例,女 性11例 の計19例 であ り,年 齢 は18歳 か

ら80歳 にわ た り,平 均 年 齢 は61.9歳 で あ った。 な

お,す べ ての症 例 において 同意確認 の後,投 与 開始 さ

れ た。

対 象 とな った感染症 の内訳 は急性 気管 支炎6例,肺

炎6例,肺 気 腫 症 お よ び慢性 気 管 支 炎 の急 性 増 悪3

例,気 管 支拡張症 の二 次感染4例 で あ った。

薬 剤 の 投 与量 は,1回75mgが1例,100mgが

11例,150mgが7例 で1日3回 食後 に内 服 させ た。

投与 期間 は3～18日 で,総 投 与量 と して は0,7～6.3

gで あ った。 なお,本 剤 投与 中他 の抗生 物質 は使用 さ

れて いな い。

臨床効 果の 判定 は発熱,喀 痰性 状,喀 痰量 な どの臨

床 症状 お よび胸 部X線 写 真,赤 沈,白 血球 数CRP

な どの 検 査所 見 の 改 善 か ら著効(Excellent),有 効

(Good),や や有 効(Fair),無 効(Poor)の4段

階 で判定 した。 細菌 学的効 果 は有 意菌の消長 により消

失(Eradicated),減 少(部 分 消失)(Decreased),菌 交

代(Replaced),不 変(Unchanged)と 判定 した。

対 象 とな った19例 の 一覧表 をTable1に 示 した。

臨床 効果 と して は,急 性気管 支炎6例 中,著 効は1

例,有 効 は3例,や や有 効 は1例,無 効が1例,肺 炎

6例 で は著 効1例,有 効5例 で,2例 の肺気腫および

1例 の慢性気 管支 炎の急性 増悪 においては3例 とも有

効で,気 管 支拡張症 の二次 感染4例 で は著効2例,有

効1例,や や有効1例 で あ った。 全体 としての有効率

は84.2%と 良 好 な成 績を示 した。

喀痰 中 の細 菌学 的検 索 は16例 に行 なわれた。起炎

菌として同定されたのはStreptococcus pneumoniae

5株, Haemophilus influenzae 4株 Enterobacter

cloacae 1株, Haemophilus parainfluenzae 1株,

の 計11株 で あ り, H. influenzae の1例 はH.

parainfluenzae に また ,H. parainfluenzae の1例

は Pseudomonas pichettii にそれぞれ菌交代した以

外 はすべ ての起 炎菌が 除菌 され,81.8%と いう良好な

除菌 率で あ った。

副作 用 と して は77歳 の副 鼻腔 炎 を伴 う慢性気管支

炎 の急 性増 悪症 例 に おい て,"痰 が っま った感 じ"が

強 か ったため 自己投薬 中止 して いるが,薬 剤中止によ

り同 症状 は消失 して いる。 もと もと喀痰の多い症例で
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あったので感 染症 その もの の症 状 がオ ーバ ーラ ップ し

ている可能性 もあるが,投 与 開始1日 後 よ り出現 し中

止によ り改善 した との訴 えで あ るので一応 副作用 と し

て取りあげてお いた。 この症例 に ついて筋 肉疲労 等の

症状は認めなか った。 それ以外 の症 例で は副作用 は認

められなか った。

Table2に 臨床検 査値 を 示 した。 症 例3と 症 例18

で好酸球数絶対数 の軽度上 昇 を認め た。症 例1は 喘 息

発作に伴 う好酸球 数の増加 で あ り本剤 開始時 に副 腎皮

質ステロイ ドが投与 され てお り投与前 値が 見か け上 低

値であったため と考 え られ る。 なぜ な らば この症 例で

は他の発作時 に も同程度 の好酸 球数増 加を認 めて いる

からである。それ 以外の症 例で は臨床 検査値 に異常 を

認めなか った。 ビバ リン酸 をエ ステ ル側鎖 に もっ プ ロ

ドラッグのカ ルニ チ ン代謝 への影 響3)に 関 して,ク レ

ァチンキナーゼ(CK)の 測定 を 行 な ったが,測 定 し

た範囲では異常 は認 め られ な か った。"痰 がっ ま った

感 じ"の 副作用 を認 め た症例 で もCKの 増 加 は認 め

られなか ったが,採 血の ポイ ン トが本剤 中止 後5日 目

であった為に異常 値を捉 え得な か った可 能性 もあ る。

以上,ビ バ リン酸の カルニ チ ン代謝 への 影響 につい

て は更 に検 討が必 要 と思われ るが,本 剤 は抗菌力 に優

れ,臨 床的 有用性 の高 い経 ロセ フェム系抗生 物質 であ

ると考え られ た。
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The clinical efficacy and safety of S-1108, a prodrug-type oral cephem antibiotic, were
evaluated in 19 cases of respiratory tract infection.

S- 1108, 75 - 150 mg, was administered three times daily for 3-18 days. Clinical
response was excellent in 4 cases, good in 12 cases, fair in 2 cases and poor in 1 case.

The overall efficacy rate was 84. 2%, which meant a good clinical response. Eleven strains

(Streptococcus pneumoniae 5, Haemophilus influenzae 4, Enterobacter cloacae 1 and
Haemophilus parainfluenzae 1) were detected as causative organisms, and while 9 of the
11 were eradicated, two were replaced, i.e., H. influenzae by H. parainfluenzae and
H. parainfluenzae by Pseudomonas pickettii.

One patient had "feeling of being clogged with sputum" as a side effect on the second
day of treatment, but this symptom disappeared after the drug was discontinued. Mild

eosinophilia was found in two patients as an abnormal laboratory finding. These results
suggest that S-1108 is useful in the treatment of respiratory tract infections.


